
第  回 研究報告会 

一般財団法人ベターリビング サステナブル居住研究センター 

平成 
27年 11月11日（水） 

14:30～17:00 
（受付開始14時） 

   一般財団法人ベターリビングサステナブル居住研究センターでは、日々の研究事
業の成果を研究報告会において発表をしています。 
   第3回目となります今回は、当センターにおけるサステナブルリビングインデックス
や住宅ストック構成予測等の研究について、最新データに基づく改訂版を発表し、深
尾精一センター長（首都大学東京名誉教授）のコーディネートのもと、この10年の住
まいと暮らしを取り巻く変化と、今後の10年についてディスカッションを行う予定です。 

会場：一般財団法人ベターリビング ７階会議室 
千代田区富士見２－７－２ ステージビルディング 飯田橋駅徒歩3分 

問合先 
一般財団法人 ベターリビング サステナブル居住研究センター 
〒102-0071千代田区富士見2-7-2 ステージビルディング４階 
担当  原、永野  電話番号: 03-5211-0585  e-mail: slc@cbl.or.jp  

14：30～
14：50 

ＳＬＣ研究活動の紹介 

専務理事 清水一郎、副センター長 村田幸隆  

14：50～ 
16：20 
（休憩10分） 

ＳＬＣ研究成果の紹介: 
・これまでの10年で、住宅ストックの質はどう変わったか。火災、耐震、防犯、溺死、 
バリアフリー性能等を指標として     ～サステナブルリビングインデックス研究より～ 
・これからの10年で、住宅ストックの構成はどう変わっていくのか。 

～築年建て方を考慮した住宅ストック構成予測研究より～ 

＜コーディネーター＞センター長 深尾精一 
＜発表者＞北海道立総合研究機構 北方建築総合研究所 齋藤茂樹 
     サステナブル居住研究センター 永野浩子 

16：20～ 
17：00 

ディスカッション 
～住まいと暮らしのこれまでの10年とこれからの10年～ 

会場の皆さま 
＜コーディネーター＞センター長 深尾精一 

【プログラム】（敬称略） 

【申込み】 定員70名。参加費無料。先着順・事前登録制。 
        slc@cbl.or.jpへ、「ご所属」「参加人数」「参加者全員の氏名・ふりがな」「住所」

「連絡先電話番号」「メールアドレス」を送信ください。 
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